
-1- 
 
 

 
「23 年は物価⾼・コロナ禍、海外景気減速など厳しい環境下を乗り越え、⺠需中⼼の景気回復継続を期
待。景気動向指数の基調判断は 11 ⽉では「改善」継続が⾒込まれるが 12 ⽉悪化も。⽇銀「実質利上
げ」報道や政府の増税⽅針が、マインドを冷やしかねない。⾝近なデータでは、WBC の侍ジャパンに期待」 
 
 
（外需には期待もてない状況だが、個⼈消費と設備投資という⺠需の底堅さに期待。マインド冷やしかねない材料も） 

⽶欧中銀の⾦融引き締めによる世界景気の減速懸念が強く、外需に期待はもてない状況だ。40名弱のエコノミストのコンセンサス調査であ
る「ESPフォーキャスト調査」12⽉調査で、23年度の実質GDP成⻑率・予測平均値は＋1.07％の増加である。新型コロナウイルス感染が拡
⼤し実質GDPが▲4.1％と⼤幅減だった20年度から増加に転じ、＋2.5％だった21年度、＋1.65％が予測平均値の22年度に続き、3年
連続プラス成⻑になると予測されている。23年度のGDP成⻑率に対する外需寄与度の予測値平均は▲0.1％で、政府経済⾒通しの外需
寄与度▲0.1％と同じである（図表１）。また、「ESPフォーキャスト調査」の特別調査によると、最⼤の景気腰折れリスクは直近の11⽉調査
まで3回連続で「⽶国景気悪化」、９⽉・11⽉と２回連続して第２位が「中国の景気悪化」である。⾜元では、中国の爆発的な新型コロナの
感染拡⼤が懸念されている。 

外需が弱くても、個⼈消費と設備投資の⺠需が底堅く推移すれば、もたつきながらも何とか国内では緩やかな景気回復は続くとみる。⾏動
制限の緩和で⼩売りや外⾷・旅⾏などは底堅い。先⾏き物価がやや落ち着き、賃⾦が増える中での個⼈消費の回復を期待したい。DX投資・
GX投資は今実施する必要がある投資である。政府の⽀援を下⽀えにし設備投資が堅調に推移してほしい局⾯だ。但し、12⽉になってタイ
ミング悪く、政府の増税⽅針が公表されたことや、⽇銀の⾦融政策が修正されマスコミ各社が事実上の利上げと報じたことが、消費者や企業の
マインドを冷やしかねない点が気懸りだ。 
（景気動向指数による11⽉基調判断は、⼀致CIの前⽉差３カ⽉連続下降でも、10カ⽉連続「改善」続く⾒込み） 

景気動向指数で景気の現状を表す⼀致CIは22年8⽉に101.3となり、コロナ禍前の19年5⽉102.0以来の⽔準に戻った。直近データの
10⽉改定値で⼀致CIは99.6まで鈍化したが、19年10⽉〜22年7⽉を上回る⽔準だ。景気を把握するための新しい指数(⼀致指数)は
22年６⽉から10⽉まで103台と5カ⽉連続で19年7⽉（107.7）以来の⽔準が続いている（図表2）。景気動向指数⼀致CIを使った機
械的な景気基調判断は21年9⽉〜22年2⽉速報値では「⾜踏みを⽰している」だったが、⽣産関連データの年間補正などがあった2⽉改定
値で「3カ⽉以上連続して、3カ⽉後⽅移動平均が上昇、かつ当⽉の前⽉差の符号がプラス」という「改善」に戻るための条件を満たし、直近
10⽉まで「改善」の判断が9カ⽉連続で続いている。 

11⽉の⼀致CIの前⽉差は３カ⽉連続下降、3カ⽉後⽅移動平均の前⽉差は２カ⽉連続下降と厳しい内容になると予測されるが、3カ⽉
後⽅移動平均の前⽉差の2カ⽉累計が１標準偏差の▲1.00に届かずに、「⾜踏み」に下⽅修正されるための「3カ⽉後⽅移動平均の符号
がマイナスに変化し、マイナス幅（１カ⽉、２カ⽉または３カ⽉の累積）が１標準偏差以上、かつ当⽉の前⽉差の符号がマイナス」という条件
はギリギリ満たされないと予測される。11⽉の基調判断は、10カ⽉連続して、景気拡張の可能性が⾼いことを⽰す「改善」がギリギリ続くと予測
される。但し、12⽉で⼀致CIの前⽉差が僅かでも下降となれば、「⾜踏み」に下⽅修正されることになろう。 

｢ESPフォーキャスト調査｣12⽉調査で、20年5⽉の⾕の次の景気転換点（⼭）はもう過ぎたかどうかを聞いたところ、全員が「過ぎていな
い」と回答、今後１年以内に⼭が来る確率の予測平均値は37.6％にとどまっている。 
（コロナの悪影響薄れ、社会経済活動が正常化に向かいつつあること⽰唆する最近の「新型コロナウイルス」現状判断DI） 

「景気ウォッチャー調査」の基調判断で20年1⽉から盛り込まれてきた新型コロナウイルスに関する⽂⾔は22年5⽉に消えた。22年７⽉・
8⽉の現状に関する判断は「持ち直しに⾜踏みがみられる」になったが、９⽉で「持ち直しの動きがみられる」に戻り、10⽉・11⽉も判断継続と
なった。 

「景気ウォッチャー調査」のDIは5段階の回答に1〜0まで0.25刻みで点数を与え、回答数で加重平均するシンプルなものだ。注⽬される事
象に関してのコメントだけから算出したDIを計算し、その事象の影響を判断できる。 

ワクチン接種の効果などで新型コロナウイルスの経済への影響が⽐較的⼩さくなり、社会経済活動が正常化に向かいつつあることは、「新型コ
ロナウイルス」現状DIをつくるとわかる（図表3）。20年4⽉に8.7とほとんどが「悪くなった」の判断だったが、その後は振幅を伴いつつ上向き傾向
で推移し、直近は22年9⽉55.7、10⽉60.4、11⽉50.5と3カ⽉連続で景気判断の分岐点50を上回り、やや「良い」超の状況にある。但し、
現状判断DIは、10⽉49.9から11⽉は48.1へ鈍化。先⾏き判断DIは10⽉46.4から11⽉45.1に鈍化した。第8波の影響が年末になって
強まって、コロナによる死亡者数が12⽉29⽇に420⼈と過去最⾼になってしまったこともあり、12⽉の結果は要注視だ。 
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（「景気ウォッチャー調査」で、11⽉「価格or物価」先⾏き判断DI38.3、「増税」先⾏き判断DI30.0と厳しい数字） 

物価⾼による悪影響など相変わらず懸念材料は多い。「景気ウォッチャー調査」11⽉「価格or物価」現状判断DIは40.6、先⾏き判断DI
は38.3と50割れの厳しい数字である（図表４）。⼀⽅、10⽉11⽇から始まった全国旅⾏⽀援は、直前の9⽉の「全国旅⾏⽀援」先⾏判
断DIが75.2と全ての⼈が「やや良くなる」と回答した時の75.0を上回る⾼⽔準で、期待の⼤きさが感じられた。「全国旅⾏⽀援」現状判断DI
は10⽉71.7、11⽉70.1と⾼⽔準だ。 

東海のタクシー運転⼿は先⾏き判断を「やや悪くなる」とした。理由は「増税の噂がある」といったものだ、コメント数は５と少ないものの、「増
税」先⾏き判断DIは30.0と厳しいものになっている。24年以降の増税が発表された後の12⽉調査（1⽉12⽇発表）では「増税」判断DIが
どれだけ景況感の悪材料になっているか、実質的「利上げ」判断DIとともに注⽬したい（図表5）。 
（23年のドル円レートや原油価格は、⼤きな変動があった22年に⽐べて、落ち着いた動きになる可能性） 

⽶国の物価上昇ペースが依然⾼⽔準ながら直近になって鈍化傾向になり、12⽉のFOMCで利上げ幅がそれまでの0.75％から0.5％に縮
⼩することを決定した。⽶国のインフレや⼤幅利上げに対する警戒感は後退しつつある。FOMCは今後も利上げを続け23年末にFFレートが
5.00〜5.25％に達するとの⾒通しを⽰したが、今後の景気落ち込み状況や物価動向次第では、そこまでの利上げは難しいかもしれない。
23年は円安・ドル⾼トレンドは⽣じにくいだろう。4⽉の⽇銀総裁交代後の政策動向によっては逆に円⾼⽅向に進みやすいが、23年中は経済
環境からは現状の緩和政策が継続する可能性が⼤きいとみる。23年のドル円レートは、22年に⽐べて、落ち着いた動きになりそうだ。 

原油価格をWTI⽉中平均でみると、22年は2⽉下旬からのロシアによるウクライナ侵攻による上昇で6⽉に1バレル＝114.34ドルとピークを
つけたが、9⽉・⽉中平均は83.80ドルまで低下した。しかし、OPECプラスの⼤幅減産実施合意を受ける形で10⽉⽉間では87.03ドルになっ
た。その後、世界景気の減速観測から、11⽉⽉間の84.39ドル/Bから12⽉⽉間は76.52ドル/Bに鈍化した。 

貿易統計の⼊着原油価格（原油及び粗油）は6・7⽉をピーク（６⽉95,881円/kl前年⽐＋101.4％、7⽉99,575円/kl同
＋99.5％）に、11⽉92,345円/kl同＋57.0％、12⽉上旬85,323円/kl同＋43.8％と、⽔準も前年⽐も、円安⼀服と原油価格の落ち
着きの影響で、直近は鈍化してきている（図表6）。 
（「⾷品主要105社」価格改定動向調査では、22年10⽉がピークの6,699品⽬。CPIは約41年ぶりの上昇率） 

帝国データバンクの「⾷品主要105社」価格改定動向調査（12⽉21⽇時点）によると、22年10⽉は昨年では最多の6,699品⽬で値
上げが⾏われた。11⽉は882品⽬で値上げが⾏われた。12⽉は175品⽬の予定だ。マスコミでは23年1⽉〜4⽉の価格改定品⽬は多く、
7,000を超えるとよく報道されているが、⼀番多い2⽉でも4,277品⽬で、22年10⽉がピークであることに変わりはない（図表7）。 

物価指数の中でも、動きが早い⽇経商品指数42種は、12⽉の前⽉⽐が３カ⽉ぶりに低下した。中国景気が減速する懸念が強まり国際
相場が軟調になった化学などが下落した。円⾼も低下要因になった。前年同⽉⽐は21年4⽉から22年6⽉まで20％台だったが、その後低下
し、12⽉には＋12.5％まで鈍化した。国内企業物価指数の」前年同⽉⽐は最近、発表の度に過去の数字が変わるが、9⽉の＋10.3％を
ピークに、11⽉は＋9.3％に鈍化した。全国消費者物価指数（⽣鮮⾷品除く総合）は前年同⽉⽐＋3.7％上昇した。上昇は15カ⽉連続
で、伸び率は81年12⽉の＋4.0％以来、40年11か⽉ぶりの⼤きさになった。なお、「ESPフォーキャスト調査」12⽉調査で消費者物価指数
（⽣鮮⾷品除く総合）の予測値は22年度2.76％だが、22年10〜12⽉期の＋3.61％がピークで、23年度は＋1.73％に鈍化するという
のが予測平均値だ。 

気象庁の12⽉エルニーニョ監視速報によると「今後、ラニーニャ現象は終息に向かい、冬の終わりには平常の状態となる可能性が⾼い
（80％）」という。この気象要因は、物価の安定要因として働くと思われる。 
（12 ⽉消費者マインドアンケート調査「暮らし向き」DI25.8 まで低下。11 ⽉⾃殺者数前年⽐ 6 カ⽉連続減少） 

最近の⾝近なデータは、明暗分かれている。犯罪統計などでは、悪化傾向がみられる。10 ⽉の実質賃⾦が前年同⽉⽐▲2.9％とマイナス幅
が拡⼤し 6 カ⽉連続減少となった。名⽬賃⾦が前年同⽉⽐＋1.4％増でも割り引いたデフレーターの全国消費者物価指数・帰属家賃を除く総
合の前年同⽉⽐が＋4.４％と⾼かったためだ。さらに 1１⽉のデフレーターが＋4.5％であることから 11 ⽉実質賃⾦も減少が予想される。 

⼈々の⽣活への不安感は強まっている。内閣府の 12 ⽉「消費者マインドアンケート調査」から、景気ウォッチャー調査と同様の⼿法で「物価上
昇」DI をつくると 88.5 になる。3 ⽉以降 10 カ⽉連続で 85 以上の⾼⽔準が続いている。⼀⽅、「暮らし向き」DI は 11 ⽉の 29.6 から 12 ⽉は
25.8 まで低下した。25.0 は全員が「やや悪くなる」と回答した⽔準だ。これより低い⽔準は新型コロナの影響で景況感が急激に悪化した 20 年
3 ⽉〜5 ⽉の 3 カ⽉しかない（図表 8）。 

こうした動きが犯罪統計などの悪化傾向の背景とみられる。⾦融機関の店舗強盗事件は 19 年 13 件、20 年 11 件、21 年 9 件と近年は発
⽣が少ない状況が続いてきた。しかし、22 年は 1〜10 ⽉で 15 件となり、15 年以来 7 年ぶりの前年⽐増加が確定している。また、刑法犯総数
の認知件数は近年減少傾向で、昨年は 56.8 万件と前年⽐▲7.5％の減少だった。しかし、22 年 1〜11 ⽉の前年⽐は＋5.5％で、11 ⽉単
⽉だと＋12.0％と⾜元は増加傾向に変わった。⾃殺者数の前年同⽉⽐は 21 年 7 ⽉〜22 年 4 ⽉まで 10 カ⽉連続して減少だったが、11 ⽉
暫定値段階で、22 年 5 ⽉〜11 ⽉では７カ⽉連続増加になった。11 ⽉暫定値では＋6.2％の増加、１〜11 ⽉分では前年⽐＋3.2％の増
加である。22 年は 20 年以来の 2 年ぶりの増加になりそうだ（図表 9）。 
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（12⽉は乃⽊坂46がCD初動売上50万枚超。King＆Prince『ツキヨミ/彩り』ミリオン。JRA売得⾦11年連続増） 

厳しい環境下でも景気拡張局⾯が継続していることを⽰唆する⾝近なデータのひとつに、⾳楽シングル CD で初動売上げ 50 万枚超が継続し
て出ていることが挙げられる。楽曲が格安価格でダウンロードできる時代、CD はファンが持っていたいから買う贅沢品になり、景気動向を敏感に反
応する。経験上、⽬安は初動売上げ 50 万枚超かどうかだ。11 ⽉発売分の初動売上げでは、King＆Prince の『ツキヨミ/彩り』が 79.1 万枚、
なにわ男⼦の『ハッピーサプライズ』が 51.6 万枚だった。『ツキヨミ/彩り』は 12 ⽉ 25 ⽇までの累計は 110.9 万枚とミリオンセラーになった。12 ⽉発
売分の初動売上げでは、卒業を控える齋藤⾶⿃にとってのラストシングルとして注⽬された 12 ⽉ 7 ⽇発売の乃⽊坂 46『ここにはないもの』が
65.3 万枚と 50 万枚超になった（図表 10）。 

22年のJRA（⽇本中央競⾺会）売得⾦は前年⽐＋5.8％と、11年連続で前年⽐増加になった（図表11）。年末のG1レースは、12⽉
26⽇開催の有⾺記念の売得⾦は前年⽐＋6.2％、ホープフルステークスの売得⾦は前年⽐＋10.0％の増加だった。 
（「今年の漢字」の「戦」。熱「戦」や挑「戦」という明るい意味と、「戦」争、物価⾼との「戦」いという暗い意味を併せ持つ） 

22年「今年の漢字」は「戦」になった（図表12）。現状の景気の明暗分かれる背景を映している。「戦」にはロシアのウクライナ侵攻という
「戦」争や、その影響で⾼騰したエネルギー・穀物を主因とした物価⾼やコロナ禍との「戦」いという暗い⾯がある。⼀⽅、サッカーワールドカップや
冬季オリンピックでの熱「戦」や、⼤⾕翔平選⼿や村上宗隆選⼿の記録への挑「戦」という前向きな意味もある。⼈々に勇気や感動をもたらし、
景気にとってもプラス要因として働いたとみられる。また、今年の漢字の第3位は「楽」であった。⾃由に旅⾏などが出来ることが「楽」しいということ
で消費の底堅さを⽰唆する漢字だ。 
（「卯は跳ねる」という⼗⼆⽀と株価との関係を表す格⾔がある。WBCで侍ジャパンが勝ち進むと⽇経平均上昇） 

23年の国内景気は、悪材料を乗り越えて、緩やかながらも景気回復局⾯が継続する可能性が⼤きいだろう。「⾠⺒天井、午尻下がり、未
⾟抱、申⾣騒ぐ、戌は笑い、亥固まる、⼦は繁栄、丑はつまずき、寅千⾥を⾛り、卯は跳ねる」という⼗⼆⽀と株価との関係を表す格⾔がある。
1951年から2022年のデータで⽇経平均株価・前年⽐の平均をみると、丑年＋0.8％と寅年＋1.5％と低い伸び率だが、卯年は＋16.4％
で、⾠年、⼦年、亥年に次いで4番⽬に⾼い伸び率の⼲⽀である（図表13）。23年の⽇本株には、⺠需の底堅さを反映する企業業績、急
激な円安やエネルギー価格⾼騰⼀服といった⽇銀が⾦融緩和を継続しやすい環境などのプラス要因が働くとみられる。23年の卯年も、過去の
平均並みの2ケタの上昇が期待される。 

スポーツイベントで、3⽉に⼤⾕翔平やダルビッシュ有が参加予定の野球の国際⼤会WBCが開催されることも、春の株価の上昇要因になる
可能性が⼤きい。過去4回の⼤会で⽇本は全て初戦に勝利した。⽇本が優勝した第1回・第2回のWBCでは、優勝を決めた決勝戦当⽇の
⽇経平均株価の終値は、開幕直前の終値に⽐べ、第1回は832円、第2回は1,054円上昇した。第3回と第4回は準決勝敗退となったが、
開幕直前の終値から準決勝直前の終値まで⽇経平均株価は各々955円、112円上昇した。テレビ中継が⾼視聴率の侍ジャパンの試合での
勝利は、⽇本中を元気付け、株価押し上げにも貢献する傾向があるようだ。 

⽇本の初優勝した第1回の決勝戦は春分の⽇に当たった。2度⽬の優勝を果たしたWBC決勝「⽇韓戦」が⾏われた3⽉24⽇（現地は
3⽉23⽇）は平⽇で、⽇経平均は後場の取引開始から午後1時45分ぐらいまでほとんど動かない時間帯があったが、１0回のイチローの2点タ
イムリーヒットがあった14時23分には8,427円に上昇、⾦メダルが授与された14時50分には8,504円の⾼値をつけた。結局3⽉24⽇の終値
は前⽇⽐272円⾼になった。⽇本が優勢になると引けにかけて⽇経平均が⼀段⾼になった（図表14）。決勝の「⽇韓戦」のテレビ視聴率
（関東地区）は平⽇にもかかわらず36.4％を記録し空前の盛り上がりを⾒せた。 

 
（2023 年 1 ⽉ 5 ⽇） 
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　　　　　　　前年度⽐（％）
Ｒ5年度

政府⾒通し 内閣府年央 ⺠間平均 政府⾒通し 内閣府年央 ⺠間平均
実質ＧＤＰ 1.7 2.0 1.65 1.5 1.1 1.07
内需（⺠需）寄与度 2.3 2.4 2.1 2.1 1.0
内需（公需）寄与度 ▲ 0.0 ▲ 0.1 0.1 ▲ 0.5 0.2
外需寄与度 ▲ 0.5 ▲ 0.3 ▲ 0.5 ▲ 0.1 0.2 ▲ 0.1

＊令和5年度政府経済⾒通し︓令和5年度前提︓円相場142.1円/ドル、原油輸⼊価格89.1ドル/Ｂ

（注）⺠間平均は令和4年12⽉ＥＳＰフォーキャスト調査
（出所）内閣府、⽇本経済研究センター

図表1:令和5年度政府経済⾒通し（令和4年12⽉22⽇閣議決定）
令和4年度内閣府年央試算（令和4年7⽉25⽇）

Ｒ4年度

0.9

 

  （出所）内閣府
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図表２︓景気を把握するための新しい指数(⼀致指数)(参考指標)
と景気動向指数・⼀致ＣＩ

景気を把握するための新しい指数(一致指数)(参考指標)
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図表３︓新型コロナウイルス関連判断ＤＩの推移

先⾏き判断
現状判断

（出所）内閣府「景気ウォッチャー調査」から作成
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関連
ｺﾒﾝﾄ数 ◎ ○ □ ▲ × 関連DI

(a)
全体DI

(b) (a)-(b)

7⽉調査 現状判断DI 165 1 19 57 68 20 36.8 43.5 ▲ 6.7
先⾏き判断DI 280 0 13 115 109 43 33.8 42.6 ▲ 8.9

8⽉調査 現状判断DI 184 1 20 72 68 23 37.5 44.8 ▲ 7.3
先⾏き判断DI 307 1 20 137 110 39 36.5 47.6 ▲ 11.1

9⽉調査 現状判断DI 209 2 26 83 77 21 39.4 49.6 ▲ 10.2
先⾏き判断DI 349 1 32 148 121 47 37.0 49.3 ▲ 12.3

10⽉調査 現状判断DI 236 3 32 96 82 23 40.5 51.1 ▲ 10.6
先⾏き判断DI 391 9 33 172 129 48 38.9 48.2 ▲ 9.3

11⽉調査 現状判断DI 204 4 21 85 82 12 40.6 49.7 ▲ 9.1
先⾏き判断DI 345 1 27 164 115 38 38.3 46.4 ▲ 8.1

（注）◎「良」、○「やや良」□「不変」、▲「やや悪」、×「悪」
(出所)内閣府「景気ウォッチャー調査」より作成。

図表４︓2022年7⽉〜2022年11⽉調査︓価格・物価関連コメント集計表

 
 

 

 

 

 

 

キーワード コメント数 関連ＤＩ 全体ＤＩとの差
外国⼈or 現状判断ＤＩ 50　 68.0　 ＋18.3　　
インバウンド 先⾏き判断DI 56　 61.2　 ＋14.8　　

現状判断ＤＩ 123　 70.1　 ＋20.4　　
先⾏き判断DI 86　 51.2　 ＋4.8　　
現状判断ＤＩ 3　 50.0　 ＋0.3　　
先⾏き判断DI 5　 30.0　 ▲16.4　　
現状判断ＤＩ 204　 40.6　 ▲9.1　　
先⾏き判断DI 345　 38.3　 ▲8.1　　
現状判断ＤＩ 11　 47.7　 ▲2.0　　
先⾏き判断DI 13　 57.7　 ＋11.3　　
現状判断ＤＩ 3　 41.7　 ▲8.0　　
先⾏き判断DI 16　 56.3　 ＋9.9　　
現状判断ＤＩ 291　 50.5　 ＋0.8　　
先⾏き判断DI 442　 48.5　 ＋2.1　　
現状判断ＤＩ 57　 50.0　 ＋0.3　　
先⾏き判断DI 143　 48.6　 ＋2.2　　

(出所)内閣府データより作成

価格　or
物価

図表５︓景気ウォッチャー調査(2022年11⽉)要因別ＤＩ

全国旅⾏⽀援

増税

⼈⼿不⾜

ボーナス

新型コロナウイル
ス

第８波
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図表６︓2022年の⼊着原油価格と前年同⽉⽐の推移

入着原油価格

前年同月比（右目盛り）

(円/㎘)

（出所）財務省

※12⽉は上旬

（前年同⽉⽐％）

 
 

 

 

 

 

（注）調査時点の⾷品105社の2022-23年価格改定計画、実績済みを含む。品⽬数は再値上げなど重複を含む。
　　（ ）内は前年同⽉の数値
（出所）帝国データバンク　
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図表７︓「⾷品主要105社」価格改定動向調査
2022-23年の⾷品値上げ（12⽉21⽇時点）品⽬数／⽉別
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※「良くなる」から「悪くなる」までの５段階の回答を景気ウォッチャー調査と同様にＤＩ作成した。

（出所）内閣府
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図表８︓「消費者マインドアンケート」（試⾏）︓暮らし向き（半年後）ＤＩ（％）

 
 

 

 

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 年間
2022年 1,710 1,508 1,982 1,802 2,164 1,968 1,846 1,770 1,899 1,712 1,703 20,064

同・前年⽐ ▲ 2.6％ ▲ 11.3％ ▲ 1.5％ ▲ 2.8％ ＋16.0％ ＋5.9％ ＋6.8％ ＋2.0％ ＋14.4％ ＋2.7％ ＋6.2％ ＋3.2％

2021年 1,755 1,700 2,012 1,854 1,865 1,859 1,729 1,735 1,660 1,667 1,604 1,567 21,007
同・前年⽐ ＋4.1％ ＋16.1％ ＋14.4％ ＋23.0％ ＋17.2％ ＋18.3％ ▲ 7.3％ ▲ 10.2％ ▲ 12.1％ ▲ 25.2％ ▲ 15.3％ ▲ 7.6％ ▲ 0.4％

2020年 1,686 1,464 1,758 1,507 1,591 1,572 1,865 1,931 1,889 2,230 1,893 1,695 21,081
同・前年⽐ ＋0.1％ ▲ 9.3％ ▲ 5.3％ ▲ 16.9％ ▲ 14.1％ ▲ 4.1％ ＋4.0％ ＋20.5％ ＋13.7％ ＋44.9％ ＋17.1％ ＋13.5％ ＋4.5％

2011年 2,287 2,151 2,464 2,711 3,375 3,037 2,813 2,612 2,446 2,402 2,256 2,097 30,651
同・前年⽐ ▲ 9.8％ ▲ 12.0％ ▲ 16.7％ ＋4.9％ ＋21.3％ ＋9.2％ ▲ 2.1％ ＋2.1％ ▲ 1.8％ ▲ 1.8％ ▲ 19.8％ ▲ 13.5％ ▲ 3.3％
(出所)警察庁

図表９︓警察庁︓⽉次の⾃殺者数

 
 

 

 

（⼩数第⼆位以下切捨て）
発売⽇ タイトル アーティスト 初動（万枚） 累積（万枚）

22.3.30 ブラザービート Snow Man 78.7 （〜5/8）84.8
22.4.20 Ｉ　(CALL 119/We Are) INI 58.1 （〜5/15）64.0
22.4.27 The Answer / サチアレ なにわ男⼦ 58.1 （〜5/22）58.9
22.7.13 オレンジkiss Snow Man 83.0 （〜12/11）93.5
22.8.31 好きというのはロックだぜ︕ 乃⽊坂46 57.6 （〜10/9）66.5
22.9.14 TraceTrace King＆Prince 50.0 （〜10/2）53.5
22.11.9 ツキヨミ/彩り King＆Prince 79.1 （〜12/25）110.9
22.11.16 ハッピーサプライズ なにわ男⼦ 51.6 （〜11/27）54.0
22.12.7 ここにはないもの 乃⽊坂46 65.3 （〜12/25）77.9

※売り上げ枚数は⼩数点以下切り捨て
(出所)⽇刊スポーツなど

図表10︓2022年の初動50万枚突破シングルCD
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図表11︓中央競⾺・売得⾦・前年⽐推移(前年比,％)

年

（出所）ＪＲＡ
 

 

 

2011 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1 絆 ⾦ 輪 税 安 ⾦ 北 災 令 密 ⾦ 戦

2 災 輪 楽 熱 爆 選 政 平 新 禍 輪 安

3 震 島 倍 嘘 戦 変 不 終 和 病 楽 楽

4 波 領 東 災 結 震 核 ⾵ 変 新 変 ⾼

5 助 乱 ⾵ 雪 五 驚 新 変 災 変 新 争

6 復 空 決 泣 賞 ⽶ 選 暑 嵐 家 翔 命

7 協 政 今 噴 偽 輪 乱 ⼤ ⽔ 滅 希 悲

8 ⽀ 復 偽 増 争 不 変 最 ⾵ 菌 耐 新

9 命 輝 富 偽 変 倫 倫 新 天 ⻤ 家 変

10 ⼒ 国 喜 妖 勝 乱 暴 ⾦ 税 疫 病 和

(出所)⽇本漢字能⼒検定協会

図表12︓2011〜22年の｢今年の漢字｣ランキング

 
 

 

対象期間︓1951年〜2022年
（出所）各種資料
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図表13︓⼗⼆⽀と⽇経平均株価・前年⽐・平均
（％）
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（出所）各種資料

 
 

【3月24日ＷＢＣの試合経過と日経平均値動き】
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始値　8334円68銭
終値　8488円30銭

 試合開始
(10:38)

金メダル授与（14：50）
高値8504円41銭

日本2連覇達成（14：40）

１０回イチローの2点
タイムリーヒット（14：23）

９回小笠原の3振（13：45）
安値8297円27銭
（13：50）
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ー
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優
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図表14︓2009年WBC決勝戦 ⽇本VS韓国

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■当資料は、情報提供を⽬的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものであり、投資勧誘を⽬的として作成されたもの⼜は⾦融商品取引法に基づく開
⽰書類ではありません。 

■当資料に基づいて取られた投資⾏動の結果については、当社は責任を負いません。 
■当資料の内容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。 
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